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別紙３ 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

次期がん対策推進基本計画に向けて小児がん拠点病院および連携病院の小児がん医療・

支援の質を評価する新たな指標開発のための研究 

 

研究分担：小児がん拠点病院 QI指標の改訂と測定・連携病院 QI の策定 

分担研究報告書 
 

研究分担者 康勝好  

埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科科長 

  

 

 

 

A. 研究目的 

児がん拠点病院および連携病院における

診療の質を向上させ、日本全体の小児が

ん患者・家族の利益に反映させる。 

 

B. 研究方法 

前松本班で策定された方にがん拠点病院

QI 東京の改訂と測定を行う。さらに小

児がん連携病院の診療の質を評価する新

たな小児がん QI 指標を検討するため

に、多職種からなるワーキンググループ

を構成し、連携病院の評価に最適な QI

指標を策定した。 

 

（倫理面への配慮） 

 個人情報を収集することはないた

め、特に配慮は必要ない。 

 

C. 研究結果 

小児がん拠点病院 QI 指標の改訂と測定

並びに連携病院 QIの策定を実施した。

小児がん拠点病院の QIにおいては、前

松本班に引き続いての実施することで拠

点病院の機能強化について評価すること

ができた。また連携病院を対象とする

QI も完成することができた。 

研究要旨 

小児がん拠点病院および連携病院における診療の質を向上させ、日本全体の小

児がん患者・家族の利益に反映させることを目的とし、今年度は小児がん拠点病

院 QI指標の改訂と測定並びに連携病院 QI の策定を実施した。小児がん拠点病院

の QIにおいては、前松本班に引き続いての実施することで拠点病院の機能強化に

ついて評価することができた。また連携病院の QIを策定することができたため、

今後はこの QIに基づく評価を行うことで、連携病院においても診療情報管理士を

中心とした測定方法を定着させ、小児がん統計の精度を向上させることが期待さ

れる。 
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D. 考察 

拠点病院の機能強化の進展を引き続き

評価していくことは重要であり、今年

度も改訂したQIを用いて測定を行うこ

とができて、各拠点病院の課題を明ら

かにすることができた。また連携病院

に対するQIも策定することができたた

め、今後この QIに基づく測定を実施す

ることで、連携病院の医療の質の評価を

適切なものとすることが期待される。 

 

E. 結論 

 
小児がん拠点病院のQIの改訂・測定に加
えて、連携病院のQIを策定した。今後連
携病院の医療の質の評価を適切なものと
することが期待される。 
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